
StorageForceは、高速・汎用ファイルサーバ（1次ファイルサーバ）にあるファイルを、設定されたポリシーに
基づき、廉価・大容量のファイルサーバ(2次ファイルサーバ)へ移動(マイグレーション)します。
利用頻度の高いファイルのアクセス性能を維持し、かつ、利用者からの接続形態を維持したまま、ストレー
ジコストなどを低減することができます。

StorageForceの概要

１次ファイルサーバ

２次ファイルサーバ
(バックアップ・アーカイブ用の廉価ストレージなど)

ＩＴ管理者様

一般ユーザ様

ファイルへの
アクセス

アクセスされなくなった
ファイルの実体

動作環境：
RedHat Enterprise Linux 5(x86)
SUSE Linux Enterprise Server 10(x86_64)

業務サーバ

最近アクセスされたファイル
および移動したファイルへの
シンボリックリンク

アクセスされなくなった
ファイルのマイグレート
（移動）

透過的に
アクセス

高速・汎用ファイルサーバ

廉価・大容量のファイルサーバ

ＩＳＰ事業者様やデータハウス事業者様などの企業のコンピューティング環境において、飛躍
的に増え続けるファイルやデータをいかに低コストで長期保存すべきかの課題を解決します。

http://www.adv2.ho.nec.co.jp/cil/clipart/emf/it_054.zip


システム導入前

システム導入後

NV7400

1670W×1台
FC DE

515W×8台

１次ファイルサーバ
(16.5TB)

ユーザ使用容量 16.5TB
高いI/O性能を要求（RAID10構成）

24時間フル稼働

ユーザ使用容量 16.5TB
1次側は高いI/O性能を要求(RAID10構成)

24時間フル稼働
マイグレーション可能な割合 80%

FC DE

515W×1台
NV7400S

1130W×1台

１次ファイルサーバ
(3.3TB)

２次ファイルサーバ
(13.2TB)

高速・汎用

高速・汎用 廉価・大容量

•「時間の経過とともにアクセスされなくなったファイル」を適切な性能、コストのサーバへ移動
•ディスク格納効率が向上し、ストレージコストおよび消費電力を削減

•「アクセス頻度が高い重要なファイル」と「時間の経過とともにアクセスされなくなったファイル」が混在
•データの増加に伴い、常に高性能ストレージの拡張を必要とし、ストレージコストが増加

増設ディスクアレイコントローラ
780W×1台

NV3400S

1070W×1台
SAS/SATA DE

430W×1台
Express5800/R110a-1

103W×1台

StorageForce

搭載サーバマイグレーション

(移動)

：アクセス頻度が高い重要なファイル

：時間の経過とともに
アクセスされなくなったファイル

6570W

3248W

消費電力

消費電力
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StorageForceの導入により、消費電力が減少しCO2排出量を約51％削減
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約 51%削減


